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近
代
解
剖
制
度
史
補
遺

Ｉ
「
明
治
四
十
四
年
九
月
屍
体
ニ
關
ス
ル
記
事
東
京
醤
科
大
學
解
剖
學
教
室
』

の
分
析
か
ら〔

要
旨
〕
人
体
解
剖
が
日
本
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
て
い
く
様
相
は
、
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
秀
逸
な
研
究
に
よ
り

描
き
出
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
明
治
中
期
以
降
の
様
子
は
と
な
る
と
、
資
料
の
散
逸
な
い
し
は
欠
落
に
よ
っ
て
不
明
な

部
分
が
多
い
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
稿
で
は
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
解
剖
が
制
度
的
に
ど
の
よ
う
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
を
、
解
剖
学
教
室
の
日
誌
を
も
と
に
さ
ぐ
っ
た
仁
そ
の
結
果
、
（
ご
屍
体
に
は
そ
の
属
性
に

よ
っ
て
解
剖
の
さ
れ
方
に
い
く
つ
か
の
類
型
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
法
律
に
沿
っ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
）
こ
と
、
（
三
解
剖
学
教
室
は
屍
体
の
収
集
の
た
め
に
養
育
院
や
監
獄
・
関
連
病
院
と
の
折
衝
を
繰
り
返

し
て
い
た
こ
と
、
（
三
）
当
時
の
屍
体
は
養
育
院
を
経
由
し
た
行
旅
死
亡
者
が
大
半
を
占
め
て
い
た
こ
と
な
ど
、
現
在

お
お
や
け
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
規
則
や
公
文
書
・
法
律
の
文
面
に
は
現
れ
な
い
多
く
の
慣
行
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
近
代
日
本
解
剖
制
度
史
、
屍
体
の
収
集
様
式
、
解
剖
学
教
室
と
養
育
院
・
監
獄
・
関
連
病
院
、
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明
治
二
十
年
代
以
降
」

う
に
な
る
の
で
あ
る
。

ど
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）

人
体
解
剖
が
、
日
本
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
て
い
く
様
相
は
、
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
秀
逸
な
研
究
に
よ
り
描
き
出
さ
れ
て
き
た
。

明
治
維
新
の
の
ち
、
西
洋
近
代
医
学
の
教
育
・
研
究
が
始
動
し
た
の
に
合
わ
せ
、
解
剖
も
ま
た
、
近
代
的
な
設
備
と
方
法
論
の
も
と
に
、

と
り
行
わ
れ
る
よ
う
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
明
治
中
期
以
降
の
様
子
は
と
な
る
と
、
先
行
の
研
究
が
ほ
と
ん

そ
れ
ら
は
、
解
剖
所
見
の
記
録
で
は
な
く
、
解
剖
に
関
す
る
手
続
き
そ
の
他
の
書
類
を
写
し
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従

（
３
）

来
は
「
我
解
剖
學
史
の
史
料
と
は
見
る
事
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
当
時
の
解
剖
が
ど
の
よ
う
に
社
会
の

な
か
に
位
置
づ
き
、
い
か
な
る
機
序
で
も
っ
て
解
剖
体
を
収
集
し
て
い
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
情
報
に
み
ち
た
も

の
で
あ
る
。
解
剖
体
の
収
集
先
か
ら
そ
の
実
数
、
さ
ら
に
は
生
前
の
住
所
・
氏
名
ま
で
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
東
大
に
残
る
そ
う
し
た
冊
子
の
ひ
と
つ
、
『
明
治
四
十
四
年
九
月
屍
体
ニ
關
ス
ル
記
事
東
京
讐
科
大
學
鮮
剖

（
４
）

學
教
室
」
（
以
下
、
「
屍
体
記
事
」
）
を
採
り
上
げ
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
解
剖
が
い
か
に
準
備
さ
れ
て
い
た
か
を
読
み
取
っ

（
？
－
）

残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
局

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
時
の
解
剖
の
あ
り
様
を
能
弁
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が
、
大
学
に
よ
っ
て
は
残
っ
て
い
る
解
剖
学
教
室
の
日

誌
で
あ
る
。
近
代
に
お
い
て
解
剖
が
制
度
化
し
ゆ
く
際
に
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
東
大
の
解
剖
学
教
室
に
も
、
何
点
か
が
資
料
と
し
て

こ
れ
は
ひ
と
つ
に
、
記
録
が
も
と
も
と
作
成
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
法
制
度

の
変
遷
に
関
し
て
は
、
若
干
の
公
文
書
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
主
に
解
剖
の
制
度
が
た
ち
あ
が
る
明
治
初
頭
の
も
の
で
あ
り
、

明
治
二
十
年
代
以
降
に
は
、
解
剖
は
た
と
え
ば
「
刑
法
」
や
「
監
獄
法
」
、
「
行
旅
死
亡
人
取
扱
規
則
」
等
で
間
接
的
に
規
定
き
れ
る
よ

一
、
は
じ
め
に
ｌ
史
料
と
し
て
の
教
室
日
誌
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『
屍
体
記
事
」
は
、
解
剖
学
教
室
に
あ
っ
て
「
屍
体
」
（
解
剖
体
の
呼
称
の
ひ
と
つ
）
の
手
配
に
当
た
っ
た
、
「
屍
体
掛
」
の
学
士
ら
に

よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
日
誌
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
一
九
○
三
（
明
治
三
五
）
年
二
月
十
四
日
か
ら
一
九
二
二
（
大
正
十
）
年
十
一
月

香
初
）

五
日
ま
で
の
、
お
よ
そ
二
十
年
の
間
に
解
剖
学
教
室
に
お
こ
っ
た
、
ざ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
・

と
は
い
え
、
記
録
こ
そ
明
治
三
五
年
か
ら
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
記
載
が
な
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
表
紙
に
書
か
れ
た
日
付
（
明
治

四
十
四
年
九
月
）
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
解
剖
学
教
室
で
は
、
養
育
院
を
解
剖
体
の
主
た
る
受
取
先
と
し
て
お
り
、
「
人
夫
料
」
と
い
う

費
目
で
、
養
育
院
に
火
葬
料
の
補
助
金
（
大
人
一
名
四
五
銭
・
小
児
同
二
十
二
銭
）
を
出
す
の
を
慣
行
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
頃

あ
ら
た
に
屍
体
掛
に
着
任
し
た
者
が
そ
の
慣
行
を
知
ら
ず
、
請
求
内
容
を
不
審
に
思
っ
て
養
育
院
に
そ
れ
を
質
し
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
此
事
件
ニ
ョ
リ
教
室
ハ
屍
体
二
干
ス
ル
事
件
ヲ
収
録
シ
以
テ
後
日
ノ
参
考
二
供
ス
ル
必
要
ヲ
認
メ
、
新
二
此

冊
子
ヲ
調
製
ス
」
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
（
明
治
四
四
年
九
月
十
五
日
の
項
に
よ
る
。
な
お
、
日
誌
の
出
典
項
目
は
以
下
、
［
明
四

四
・
九
・
十
五
］
の
よ
う
に
略
記
す
る
）
。
こ
れ
以
前
の
記
載
は
、
し
た
が
っ
て
、
小
金
井
良
精
・
解
剖
学
教
授
の
手
記
か
ら
写
さ
れ
た

も
の
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
日
誌
そ
の
も
の
が
出
来
事
の
産
物
で
あ
り
、
当
時
の
屍
体
収
集
の
慣
行
を
映
し
出
す
も
の
な
の

日
誌
を
通
し
て
し
か
知
り
え
な
い
解
剖
学
教
室
の
慣
行
と
し
て
は
、
ほ
か
に
も
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
い
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
行
旅
死

亡
人
の
遺
体
は
当
時
、
法
的
に
は
、
解
剖
学
教
室
に
は
下
付
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
日
誌
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
解
剖

体
と
し
て
お
お
い
に
見
込
ま
れ
て
お
り
、
養
育
院
を
仲
立
ち
と
す
る
か
た
ち
で
、
解
剖
学
教
室
へ
と
ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の

て
ゆ
き
た
い
。
こ
の
試
み
は
、

に
も
つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

で
あ
る
ｃ

二
、
「
屍
体
記
事
』
に
現
れ
る
解
剖
学
教
室
の
諸
慣
行

つ
ま
り
は
当
時
の
解
剖
と
社
会
と
の
関
わ
り
を
析
出
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
近
代
解
剖
制
度
史
の
補
完
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で
あ
る
。

す
て
こ
み
な
Ｌ
ご
ま
よ
い
ご

養
育
院
で
は
、
「
窮
民
」
や
「
棄
児
遺
児
迷
子
」
二
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
以
降
）
の
ほ
か
に
、
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
よ

り
、
行
旅
死
亡
人
の
治
療
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
明
治
三
十
年
代
で
、
窮
民
の
約
二
八
○
、
棄
児
遺
児
迷
子
の
約
三
○
○
を

し
の
ぎ
、
約
六
○
○
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
遺
体
が
養
育
院
と
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
、
解
剖
学
教
室
へ
と
動
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
［
明
三
五
・
二
・
十
四
］
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

「
明
治
三
十
五
年
二
月
十
四
日
小
金
井
教
授
養
育
院
へ
行
キ
安
達
幹
事
並
二
中
村
書
記
卜
面
談
。
要
件
左
ノ
如
シ
◎
一
、
自
今

行
旅
病
人
屍
体
ヲ
モ
全
身
解
剖
二
用
フ
ル
コ
ト
但
シ
引
取
人
ア
ル
ベ
シ
ト
認
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
特
一
一
埋
葬
券
二
附
菱
シ
テ
之

二
手
ヲ
附
ケ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
且
シ
解
剖
二
供
ス
ル
モ
ノ
モ
面
部
ニ
ハ
手
ヲ
附
ケ
ズ
体
部
ヲ
欠
損
セ
ズ
三
週
間
以
内
二
埋
葬
ス
ル

ノ
條
件
ヲ
附
ス
ー
、
行
旅
病
人
ニ
テ
旅
籍
姓
名
等
判
明
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
全
数
ノ
四
分
ノ
ー
位
ナ
リ
。
又
死
後
二
於
テ
漸
ク
判
明

ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
（
之
ハ
大
約
死
者
ノ
三
十
％
位
力
）
一
、
市
内
ノ
行
旅
病
人
ハ
全
数
ノ
四
分
ノ
ー
位
ナ
リ
ー
、
行
旅
病
人
屍

体
ヲ
埋
葬
ノ
後
引
取
人
来
リ
テ
改
葬
シ
タ
ル
モ
ノ
昨
三
十
四
年
中
五
人
本
年
二
至
リ
テ
一
人
ア
リ
タ
リ
…
」

こ
つ

養
育
院
の
公
刊
物
で
は
、
収
容
者
死
亡
時
の
取
り
扱
い
と
し
て
、
「
◎
死
亡
入
院
者
の
死
亡
し
た
る
時
は
火
葬
に
附
し
其
遺
骨
は
之

や
な
か
り
ょ
う
か
ん
こ
の
い

を
谷
中
了
院
寺
境
内
に
設
け
た
る
火
籠
塔
に
納
む
該
塔
は
お
よ
凡
そ
千
人
の
遺
骨
を
容
る
、
に
耐
ふ
故
に
三
四
年
に
し
て
遺
骨
塔
内
に

み
つ
り
ょ
う
か
人
か
り
お
さ
め

充
れ
ば
之
を
合
葬
し
て
石
塔
一
基
を
立
つ
了
院
寺
内
に
は
過
去
帳
あ
り
て
遺
骨
に
は
戒
名
番
號
を
附
し
た
れ
ば
若
し
假
納
中
に
係
る
遣

（
６
）

骨
は
親
戚
故
蕾
等
引
取
人
あ
る
時
は
之
を
渡
す
事
を
得
る
な
り
本
院
死
亡
者
の
為
め
に
は
同
時
に
て
常
に
法
會
を
誉
め
り
」
と
な
っ
て

い
る
。
だ
が
、
日
誌
に
よ
れ
ば
そ
う
で
は
な
く
、
引
取
人
の
な
い
遺
体
の
一
部
は
、
火
葬
さ
れ
る
前
に
秘
密
裏
に
解
剖
台
に
乗
っ
て
い

た
。
解
剖
台
の
周
り
に
は
、
法
文
や
施
設
の
規
則
の
な
か
に
も
現
れ
出
な
い
、
慣
行
の
領
域
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
規
則
の
二
重
性
は
、
時
に
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
［
明
四
二
・
十
二
］
に
は
、
「
某
日
養
育
ョ
リ
電
話
ニ
テ

行
旅
病
者
井
上
某
女
屍
体
引
取
人
出
デ
タ
ル
ニ
ョ
リ
早
速
出
棺
セ
ョ
ト
ノ
要
求
ア
リ
。
乃
チ
直
二
其
手
続
ヲ
ナ
ス
。
然
ル
ー
引
取
人
某
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〈
理
髪
師
）
ハ
其
以
前
二
早
ク
モ
天
王
寺
二
行
キ
テ
尚
埋
葬
シ
ァ
ラ
ザ
ル
ニ
不
審
ヲ
抱
キ
ー
度
ハ
帰
宅
セ
シ
モ
其
翌
日
再
ビ
天
王
寺
二
行

キ
シ
ニ
此
度
ハ
埋
葬
シ
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
倍
不
審
ヲ
抱
キ
、
試
ミ
ニ
発
掘
セ
シ
ニ
裸
体
ノ
マ
マ
入
棺
シ
ア
リ
且
シ
頭
蓋
部
陥
凹
シ
居
り
シ

為
非
常
二
激
昂
シ
、
養
育
院
ニ
怒
鳴
り
込
ミ
事
甚
ダ
面
倒
ト
ナ
ル
。
教
室
及
養
育
院
ト
ノ
間
二
数
回
ノ
往
復
ア
リ
。
結
局
教
室
ョ
リ
金

三
十
円
ヲ
改
葬
料
ト
シ
テ
引
取
人
二
渡
ス
コ
ト
ト
ナ
リ
テ
事
件
ハ
落
着
シ
タ
ル
モ
、
為
二
養
育
院
ノ
感
情
ヲ
害
セ
シ
コ
ト
鰺
シ
ク
、
其

（
『
Ｉ
）

以
後
屍
体
ノ
供
給
頓
二
減
ジ
タ
リ
・
」
と
あ
る
。
解
剖
の
途
中
で
引
取
人
が
現
れ
、
急
ぎ
埋
葬
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
屍
体
記
事
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
解
剖
台
の
あ
り
方
を
奥
行
き
を
も
っ
て
理
解
す
る
際
の
一
助
と
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
も
、
日
誌
の
記
載
の
進
行
に
即
し
て
解
剖
学
教
室
の
「
日
常
」
に
迫
り
、
人
体
解
剖
が
制
度
化
さ
れ
ゆ
く
過

程
の
一
側
面
を
あ
と
づ
け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
８
）

ま
ず
は
解
剖
学
教
室
と
、
そ
こ
へ
多
く
の
解
剖
体
を
送
り
出
し
て
い
た
養
育
院
と
の
関
係
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。
一
八
七
二
（
明
治

五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
養
育
院
（
東
京
府
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
の
末
、
東
大
（
日
誌
の
は
じ
め
で
は
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
、
の

ち
に
「
東
京
医
学
校
」
）
の
医
員
や
学
生
を
受
け
入
れ
、
臨
床
講
義
用
に
患
者
を
任
せ
た
り
、
引
取
人
の
な
い
病
死
者
の
解
剖
を
許
可
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
養
育
院
が
一
八
九
○
（
明
治
二
三
）
年
に
東
京
府

か
ら
東
京
市
へ
と
所
管
替
え
さ
れ
て
か
ら
は
、
被
収
容
者
の
治
療
の
一
切
は
東
大
へ
と
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
八
八
九
（
明
治
三
三
年
以
降
に
は
、
そ
れ
ま
で
養
育
院
内
で
行
わ
れ
て
い
た
解
剖
が
、
大
学
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
養
育
院
に
残
さ
れ
た
書
類
に
よ
れ
ば
、
そ
の
際
に
は
「
本
人
よ
り
貴
大
學
へ
依
願
」
な
ら
び
に
「
（
貴
大
學
の
）
御
許
可
」
と
い
う

（
９
）

手
続
き
が
必
要
で
、
か
つ
解
剖
は
「
患
部
解
剖
」
に
と
ど
め
る
と
い
う
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
・

そ
う
し
た
予
備
知
識
を
も
っ
て
「
屍
体
記
事
』
を
閲
覧
す
る
と
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
奇
妙
な
事
態
を
見
取
る
こ
と
に
な
る
。
と

三
、
養
育
院
と
解
剖
学
教
室
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い
う
の
は
、
養
育
院
か
ら
の
病
死
体
は
、
「
患
部
解
剖
」
を
行
う
べ
く
大
学
に
ま
わ
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
の
正
常
解
剖
を
行
う

解
剖
学
教
室
の
日
誌
の
な
か
に
解
剖
の
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
解
剖
が
現
在
の
よ
う
に
、
正
常
解
剖
・
病
理
解
剖
・
司
法
解
剖
と
区
分
さ
れ
る
の
は
、
明
治
十
年
代
の
こ
ろ
の
よ
う

｛
川
）

（
Ⅲ
）

で
あ
る
。
東
大
の
場
合
、
病
理
学
は
明
治
初
頭
よ
り
「
原
病
学
」
と
い
う
独
立
し
た
学
問
と
し
て
教
授
さ
れ
て
い
る
。
病
理
解
剖
も
一

八
七
七
〈
明
治
一
○
）
年
よ
り
大
学
病
院
に
付
設
さ
れ
た
「
病
理
解
剖
局
」
で
行
わ
れ
始
め
、
一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
三
月
に
は
、

（
肥
〉

「
病
理
学
教
室
」
が
本
格
的
に
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
養
育
院
か
ら
「
患
部
解
剖
」
用
に
遺
体
が
ま
わ
っ
て
き
た
と

き
の
受
け
入
れ
機
関
は
、
病
理
学
教
室
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
『
屍
体
記
事
』
は
、
実
は
そ
こ
に
あ
る
内
規
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
島
峯
氏
ヲ
以
テ
養
育
院
二
談
シ
タ
ル
コ
ト
ー
、
行
旅
病
者
ハ
三
週
間
以
内
二
出
棺
ス
ル
コ
ト
但
シ
病
理
解
剖
済
ノ
上
全
身
解
剖
セ

ズ
シ
テ
直
二
出
棺
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
特
二
附
菱
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ー
、
行
旅
病
者
ハ
全
身
解
剖
ス
ル
モ
顔
面
ハ
手
ヲ
ツ
ケ
ザ
ル
コ
ト
ー
、

埋
葬
認
許
證
二
甲
乙
種
ヲ
区
別
シ
テ
病
理
解
剖
後
全
身
解
剖
ス
ル
モ
ノ
（
甲
）
病
理
鮮
剖
セ
ズ
シ
テ
直
二
全
身
解
剖
ス
ル
モ
ノ
（
乙
）

ヲ
区
別
ス
ル
コ
ト
」
［
明
治
四
十
・
三
・
十
二
］
。
つ
ま
り
、
東
大
は
、
行
旅
病
者
の
遺
体
を
養
育
院
か
ら
、
三
週
間
の
期
限
つ
き
、
か

つ
顔
面
の
解
剖
は
し
な
い
と
い
う
規
約
の
も
と
、
病
理
学
教
室
を
窓
口
と
し
て
借
り
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
「
附
菱
」
や
「
埋

葬
認
許
證
」
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
を
（
二
病
理
解
剖
の
み
を
お
こ
な
う
も
の
（
付
菱
）
、
（
二
）
病
理
解
剖
の
の
ち
に
正
常
解
剖
を
お

こ
な
う
も
の
（
埋
葬
認
許
證
・
甲
）
、
（
三
）
正
常
解
剖
の
み
を
お
こ
な
う
も
の
（
埋
葬
認
許
證
・
乙
）
に
分
類
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
す
で
に
紹
介
し
た
「
井
上
某
女
」
の
事
故
は
、
日
誌
に
記
載
さ
れ
た
順
序
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
内
規
が
確
認
さ
れ
た
後
の
こ

と
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
事
故
の
記
載
の
末
尾
に
、
「
為
二
養
育
院
ノ
感
情
ヲ
害
セ
シ
コ
ト
影
シ
ク
、
其
以
後
屍
体
ノ
供
給
頓
二
減
ジ
タ

リ
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
解
剖
の
途
中
で
引
取
人
が
現
れ
る
と
い
う
出
来
事
は
、
お
そ
ら

く
は
内
密
に
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
こ
の
取
り
決
め
の
存
在
を
公
に
し
か
ね
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
養
育
院
の
公
的
立
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場
、
さ
ら
に
は
養
育
院
と
東
大
と
の
関
係
に
ま
で
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
事
故
な
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
新
規
の
引
取
先
か
ら
の
収
集
は
、
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
棺
桶
の
手
配
か
ら
し
て
、
行

き
違
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。
監
獄
も
系
列
病
院
も
、
そ
の
用
立
て
を
解
剖
学
教
室
の
ほ
う
で
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
の
だ
っ
た
。
日
誌

は
つ
づ
く
。
「
十
二
月
八
日
本
日
三
井
慈
善
病
院
清
水
理
四
郎
氏
ョ
リ
電
話
ニ
テ
爾
後
同
院
ョ
リ
屍
禮
送
附
ノ
節
ハ
棺
桶
費
ヲ
当
教
室

ニ
テ
負
擴
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
ノ
コ
ト
ニ
付
キ
小
金
井
教
授
ノ
承
認
ヲ
経
テ
右
承
諾
ノ
趣
キ
返
答
セ
リ
」
。
「
明
治
四
十
五
年
一
月
十
九
日

本
日
巣
鴨
監
獄
医
務
局
美
濃
部
氏
ョ
リ
電
話
ニ
テ
以
前
大
学
ョ
リ
屍
体
供
給
ノ
件
二
付
キ
交
渉
ア
リ
タ
ル
時
永
久
的
棺
桶
ヲ
作
ル
件
ヲ

約
束
シ
タ
ル
モ
爾
後
何
等
ノ
通
知
無
之
如
何
シ
タ
ル
カ
ト
ノ
コ
ト
故
早
速
小
金
井
教
授
ノ
許
可
ヲ
得
至
急
永
久
的
棺
桶
二
個
ヲ
作
り
巣

東
大
は
養
育
院
と
、
収
容
者
の
生
前
の
治
療
・
健
康
管
理
だ
け
で
な
く
、
そ
の
死
後
の
解
剖
と
い
う
側
面
で
も
結
び
つ
き
を
も
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
「
井
上
某
女
」
の
解
剖
の
際
の
不
手
際
が
も
と
で
、
養
育
院
か
ら
東
大
へ
と
ま
わ
る
屍
体
は
減
少
し
て
し
ま
う
［
明
四

（
脳
）

二
・
十
二
］
。
こ
れ
を
受
け
て
、
解
剖
学
教
室
は
、
別
の
屍
体
収
集
先
を
さ
が
し
は
じ
め
て
い
る
。

事
故
の
翌
一
九
一
○
〈
明
治
四
四
年
十
月
に
は
、
屍
体
掛
が
市
ヶ
谷
監
獄
お
よ
び
巣
鴨
監
獄
を
訪
れ
、
お
の
お
の
と
以
下
の
事
項

を
は
じ
め
と
し
た
「
契
約
」
を
結
ん
で
い
る
。
．
、
監
獄
ハ
適
當
ノ
屍
体
ア
リ
タ
ル
時
直
二
電
話
ヲ
以
テ
當
教
室
へ
通
知
ス
ル
コ
ト

ー
、
當
教
室
及
監
獄
二
永
久
的
棺
桶
各
一
個
ヲ
備
へ
置
キ
屍
体
運
搬
二
供
ス
ル
コ
ト
但
シ
運
搬
ノ
人
夫
ハ
大
學
定
夫
ヲ
以
テ
之
ニ
ァ
ッ

（
川
）

ル
コ
ト
」
。
ま
た
、
東
大
が
一
部
の
患
者
の
治
療
を
受
託
し
て
い
た
三
井
慈
善
病
院
に
も
教
授
が
出
向
き
、
「
屍
体
供
給
ヲ
依
頼
」
し
、

。
、
祭
祀
料
金
五
円
ト
ス
但
シ
病
理
解
剖
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
金
拾
円
ト
ス
一
、
屍
体
運
搬
ハ
三
井
病
院
ョ
リ
直
二
人
夫
ヲ
命
ジ
テ
執

り
行
う
コ
ト
ト
ス
（
但
シ
費
用
ハ
教
室
ョ
リ
支
挑
フ
コ
ト
ご
等
の
打
合
せ
を
し
て
い
る
。
監
獄
や
系
列
病
院
か
ら
の
屍
体
の
入
手
が
図
ら
れ

た
の
だ
っ
た
。

四
、
屍
体
収
集
先
の
模
索
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そ
う
し
て
み
れ
ば
、
解
剖
学
教
室
は
こ
の
と
き
、
そ
も
そ
も
正
常
解
剖
の
許
さ
れ
な
い
「
甲
」
の
屍
体
を
、
病
理
解
剖
の
あ
と
で
解

剖
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
病
理
解
剖
も
介
さ
ず
死
体
を
入
手
し
解
剖
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
結
局
、
解
剖
学
教
室

鴨
監
獄
へ
送
附
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
尚
同
日
同
監
獄
へ
趣
キ
美
濃
部
氏
二
面
會
シ
テ
爾
後
屍
体
供
給
ノ
件
ヲ
依
頼
セ
リ
」
。

戦
前
に
は
解
剖
体
と
し
て
、
刑
死
体
や
施
療
施
設
で
あ
が
る
病
屍
体
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
通
説
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
記
録
を
通
じ
て
そ
の
様
相
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
屍
体
を
め
ぐ
る
交
渉
の
結
果
で
あ
り
、
監

獄
に
せ
よ
系
列
病
院
に
せ
よ
、
積
極
的
に
屍
体
を
供
出
す
る
論
理
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
屍
体

の
収
集
に
応
じ
て
も
ら
う
だ
け
の
関
係
性
を
築
く
に
は
、
解
剖
学
教
室
に
は
応
分
の
負
荷
が
か
か
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
解
剖
学
教
室
は
そ
の
後
も
、
新
た
な
解
剖
体
の
収
集
先
の
開
拓
と
並
行
し
て
、
養
育
院
か
ら
の
屍
体
を
当

マ
マ

て
込
み
つ
づ
け
た
。
日
誌
に
は
、
「
養
育
院
ョ
リ
其
後
少
シ
モ
屍
体
ノ
供
給
ナ
ク
解
剖
材
料
欠
亡
ヲ
告
ゲ
シ
ヲ
以
テ
小
金
井
教
授
自
ラ
同

院
ヲ
訪
問
ス
［
明
四
四
・
十
・
廿
五
］
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
屍
体
掛
も
後
日
、
「
同
院
ヲ
訪
問
シ
テ
供
給
ヲ
多
ク
ス
ル
様
交

渉
セ
ョ
ト
ノ
小
金
井
教
授
ノ
命
二
付
キ
」
、
養
育
院
を
お
と
ず
れ
て
い
る
［
明
四
五
・
一
・
十
九
］
。
そ
し
て
、
屍
体
の
送
附
が
減
少
し

（
脆
）

た
お
も
な
理
由
が
、
屍
体
が
病
理
学
教
室
を
経
由
し
て
解
剖
学
教
室
へ
ま
わ
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
聞
き
だ
し
、
爾
後
、
解
剖
学
教
室

に
直
接
屍
体
が
運
び
込
ま
れ
る
よ
う
交
渉
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
屍
体
に
「
甲
」
・
「
乙
」
の
区
別
を
設
け
る
と
い
う
内
規
の
由
来
も
、
こ
こ
に
き
て
遡
及
的
に
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

要
は
、
大
学
の
側
で
は
な
く
、
養
育
院
側
の
事
情
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
同
院
で
あ
が
る
遺
体
に
は
、
「
行
旅
」
と
「
窮
民
」
の
二
種
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
法
的
な
扱
い
が
異
な
っ
て
い
た
。
「
行
旅
」
は
引
取
人
が
い
つ
現
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
土
葬
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
解

剖
も
そ
れ
に
差
し
支
え
な
い
程
度
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
「
窮
民
」
は
火
葬
に
附
す
た
め
解
剖
に
そ
う
し
た
制
限
は
な
い
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
「
甲
」
・
「
乙
」
と
し
、
「
局
部
ノ
解
剖
」
に
と
ど
め
る
も
の
と
「
全
身
鮮
剖
」
に
附
す
る
も
の
と
に
分
類
し
て
い

そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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で
は
、
当
時
の
解
剖
学
教
室
は
、
養
育
院
に
限
ら
ず
、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
へ
て
解
剖
体
を
入
手
し
て
い
た
の
か
、
そ

の
屍
体
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
交
渉
の
さ
ま
を
み
て
み
よ
う
。

一
九
二
一
二
大
正
三
年
八
月
一
日
に
は
、
短
く
「
今
日
ョ
リ
養
育
院
ョ
リ
来
ル
行
旅
屍
体
モ
火
葬
ト
ナ
シ
谷
中
了
慌
寺
ノ
取
扱
ト

ナ
ル
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
一
行
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
養
育
院
と
の
あ
い
だ
の
内
規
が
改
め
ら
れ
、
行
旅
死
亡
人
の
遺
体
も

ま
た
制
限
な
く
解
剖
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ｃ
こ
の
時
点
で
行
旅
死
亡
人
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
法
律
に
改
定

が
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
解
剖
体
の
流
通
は
一
方
で
、
解
剖
学
教
室
と
施
設
と
の
交
渉
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

ら
へ

る
C

の
こ
の
申
し
入
れ
は
、
養
育
院
側
の
慎
重
な
協
議
の
結
果
、
謝
絶
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
引
き
続
き
「
甲
」
・
「
乙
」
と
い
う
屍
体

の
区
分
を
設
け
、
正
常
解
剖
は
病
理
解
剖
後
に
の
み
黙
認
さ
れ
る
と
い
う
従
来
の
慣
行
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
『
屍
体
記
事
」
は
、
解
剖
学
教
室
と
養
育
院
と
の
交
渉
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
や
り
取
り
は
冊
子
の
終

わ
り
ま
で
延
々
と
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
誌
は
、
そ
う
し
た
解
剖
体
の
収
集
活
動
が
、
と
き
に
「
井
上
某
女
」
の
件
の
よ
う
な

出
来
事
に
み
ま
わ
れ
、
と
き
に
養
育
院
に
割
り
当
て
ら
れ
る
予
算
や
物
価
の
高
騰
の
影
響
を
う
け
る
な
ど
し
て
、
法
制
度
と
は
異
な
る

局
面
で
も
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
日
の
日
誌
に
は
こ
う
あ
る

五
、
屍
体
を
め
ぐ
る
交
渉

行
旅
病
人
死
亡
者
ヲ
火
葬
二
附
ス
ル
ノ
件
二
付
五
月
六
日
以
来
養
育
院
耆
記
小
林
正
金
氏
ト
数
回
交
渉
ノ
結
果
愈
来
八
月
一
日
ョ

リ
實
行
シ
行
旅
病
者
屍
ノ
殆
ド
全
数
ヲ
大
學
送
リ
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
決
シ
左
ノ
條
件
ヲ
承
諾
ス

「
大
正
二
年
七
月
末
日
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一
本
年
度
二
於
テ
ハ
養
育
院
豫
算
不
足
二
付
其
ノ
不
足
額
ヲ
大
學
ョ
リ
補
充
ス
ル
コ
ト
其
概
算
左
ノ
通
り

従
来
埋
葬
費
一
人
二
付
壱
円
六
拾
八
銭

火
葬
二
附
ス
ル
時
ハ
ー
人
二
付
弐
円
四
拾
五
銭

其
差
一
人
二
付
七
拾
七
銭
也

但
其
後
（
七
月
三
十
一
日
）
此
差
額
二
於
テ
違
算
ア
リ
實
際
ハ
更
二
五
銭
計
ノ
増
加
ヲ
要
ス
ル
趣
二
付
之
ヲ
承
諾
ス

行
旅
病
人
死
亡
者
一
ヵ
年
約
七
百
人

尤
モ
此
不
足
額
補
充
ノ
件
ハ
本
年
度
限
リ
ナ
ル
コ
ト
確
卜
念
押
シ
置
タ
リ

ー
行
旅
病
人
死
亡
者
中
姓
名
不
詳
者
二
限
り
罵
真
ヲ
撮
り
置
ク
コ
ト

姓
名
不
詳
者
数
四
十
四
年
七
拾
壱
人

四
十
五
年
九
拾
四
人

一
埋
葬
認
許
證
二
記
入
セ
ル
死
亡
日
付
卜
火
葬
日
付
卜
大
ナ
ル
間
隔
ア
リ
テ
ハ
面
倒
ヲ
シ
ョ
ウ
ズ
ル
虞
ア
ル
趣
二
付
出
棺
ハ

可
及
的
速
二
取
り
計
フ
コ
ト

ー
従
来
ノ
窮
民
運
搬
費
補
助
ハ
本
件
實
行
ノ
日
ョ
リ
消
滅
ス
ル
コ
ト
（
小
金
井
記
と

こ
の
事
前
の
交
渉
に
お
い
て
、
土
葬
か
ら
火
葬
へ
と
埋
葬
方
法
を
切
り
替
え
る
際
に
生
ず
る
費
用
の
増
加
分
を
解
剖
学
教
室
が
負
担

す
る
こ
と
、
ま
た
、
顔
面
部
も
解
剖
す
る
か
わ
り
に
、
後
日
の
難
に
そ
な
え
て
写
真
を
撮
影
し
て
お
く
こ
と
、
解
剖
後
は
迅
速
に
火
葬

に
ま
わ
す
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
養
育
院
側
の
予
算
不
足
と
い
う
言
い
條
に
対
し
、
解
剖
学
教
室
は
．
人
二
付
七
拾
七

銭
」
ほ
ど
の
補
助
金
を
出
す
こ
と
で
応
じ
、
行
旅
死
亡
人
の
ほ
ぼ
全
数
を
教
室
に
ま
わ
さ
せ
る
約
束
を
取
り
付
け
た
の
だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
右
の
約
束
も
そ
の
わ
ず
か
二
年
後
に
、
養
育
院
の
意
向
で
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
五

月
、
長
与
又
郎
・
病
理
学
教
授
と
小
金
井
良
精
・
解
剖
学
教
授
は
養
育
院
を
訪
れ
、
「
去
ル
三
月
以
来
屍
数
頓
二
減
シ
困
却
二
付
可
也
多
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数
送
附
セ
ラ
レ
シ
コ
ト
ヲ
懇
談
」
し
て
い
る
が
、
次
に
相
当
す
る
も
の
は
解
剖
学
教
室
に
送
附
し
な
い
こ
と
が
院
内
で
決
め
ら
れ
た
こ

と
が
事
後
的
に
言
い
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
本
籍
判
明
セ
ザ
ル
モ
ノ
収
容
後
一
ヶ
月
以
内
ノ
者
性
名
不
詳
ノ
者
入
院
中
面
会
人

ア
リ
シ
者
ソ
ノ
外
浅
草
区
内
ノ
者
」
。
養
育
院
か
ら
の
屍
体
の
受
け
取
り
は
、
す
で
に
慣
例
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
も
映
る
。
だ
が
、

そ
の
実
そ
れ
は
、
い
つ
ご
破
算
と
も
な
り
か
ね
な
い
内
規
の
上
に
成
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
屍
体
の
収
集
数
の
減
少
に
遭
う
た
び
に
、
解
剖
学
教
室
は
、
死
体
を
か
か
え
も
つ
施
設
と
折
衝
を
し
た
。
養
育
院
の
ほ

か
、
監
獄
や
系
列
病
院
が
そ
の
交
渉
先
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
既
述
の
と
お
り
だ
が
、
今
回
の
出
来
事
の
あ
と
に
は
、
と
く
に
「
巣

鴨
病
院
」
が
折
衝
先
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。

こ
れ
は
当
時
、
呉
秀
三
が
院
長
を
し
て
い
た
精
神
病
院
で
あ
る
。
交
渉
の
過
程
そ
の
も
の
は
日
誌
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
解
剖
学

教
室
は
、
こ
こ
と
も
諸
経
費
を
負
担
す
る
と
い
う
内
規
で
も
っ
て
屍
体
送
附
の
承
諾
を
取
り
付
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
巣
鴨
病
院
ョ
リ

送
附
セ
ラ
ル
ル
屍
体
ハ
其
多
ク
ハ
脳
及
脊
髄
（
或
ハ
加
フ
ル
二
内
臓
諸
器
）
ヲ
欠
如
シ
」
て
い
た
よ
う
で
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年

は
、
費
用
の
み
支
払
う
も
の
の
一
度
も
解
剖
が
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
［
大
三
・
十
二
・
三
。
さ
ら
に
日
誌
に
は
、
連
絡
の
行

き
違
い
か
ら
、
遺
族
を
巻
き
込
ん
だ
問
題
も
起
き
た
こ
と
が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
［
大
四
・
七
・
二
二
］
、
巣
鴨
病
院
は
有
望
な
解
剖
体
の

供
出
源
と
は
な
り
難
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
す
る
う
ち
に
、
一
九
一
六
（
大
正
五
年
）
二
月
、
養
育
院
で
は
医
長
が
交
代
し
、
前
述
の
行
旅
死
亡
人
に
関
す
る
「
大
制
限
」

一
、
↓
も

の
撤
廃
が
図
ら
れ
た
。
新
任
の
医
長
が
「
東
京
府
知
事
井
上
友
一
氏
及
内
務
省
衛
生
局
卜
交
渉
シ
両
者
共
異
議
ナ
キ
ニ
ッ
キ
安
立
［
養

育
院
一
幹
事
ヲ
説
ク
等
蓋
カ
ノ
結
果
公
ノ
手
続
ハ
他
日
二
讓
ル
ト
シ
テ
差
向
キ
復
旧
ノ
コ
ト
己
内
、
引
用
者
補
足
こ
と
な
っ
た
の

圭
月
吟
尻
」
卦

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
再
び
こ
と
ば
に
亀
裂
が
入
る
。
屍
体
の
受
け
渡
し
は
、
実
質
的
に
は
解
剖
学
教
室
と
各
施
設
と
の
交
渉
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
慣
行
に
、
今
度
は
法
制
度
の
方
が
割
っ
て
は
い
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
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年
七
月
の
「
警
視
廉
令
」
の
発
令
が
そ
れ
で
あ
る
。
着
任
し
た
ば
か
り
の
養
育
院
医
長
は
、
「
既
ニ
ソ
レ
ソ
レ
交
渉
ノ
結
果
型
式
丈
整
へ

置
ケ
バ
従
来
ノ
通
リ
ニ
テ
宜
シ
」
と
し
て
、
法
律
で
は
な
く
解
剖
学
教
室
と
の
内
規
で
も
っ
て
事
を
運
ぶ
意
向
を
し
め
し
た
。
だ
が
、

養
育
院
と
し
て
は
、
そ
の
型
式
を
整
え
お
く
こ
と
自
体
が
困
難
だ
と
い
う
見
方
を
と
る
［
大
六
・
八
・
三
十
］
・
結
果
的
に
は
、
養
育
院

か
ら
の
遺
体
の
送
附
は
「
六
ヶ
敷
ナ
リ
タ
リ
」
と
い
う
［
同
］
・

そ
の
後
、
こ
の
件
が
ど
の
よ
う
に
協
議
さ
れ
た
か
は
、
日
誌
の
記
載
に
は
あ
が
っ
て
こ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
頃
の
解
剖
実
績
と
し
て

後
年
、
「
大
正
七
年
二
於
ケ
ル
解
剖
屍
体
使
用
數
二
七
四
内
讓
東
京
市
養
育
院
二
六
四
小
菅
監
獄
五
東
京
監
獄
五
（
傍
点
、

原
文
ご
［
大
十
・
七
・
二
十
］
と
い
う
数
字
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
養
育
院
か
ら
の
屍
体
が
依
然
と
し
て
、
解
剖
学
教
室

で
用
い
る
全
解
剖
体
数
の
大
半
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

（
川
）

養
育
院
と
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
の
後
も
一
度
、
警
察
沙
汰
に
発
展
し
か
ね
な
い
問
題
［
大
九
・
六
・
三
］
が
発
生
し
た
の
が
原
因
で
、

ま
わ
さ
れ
る
屍
体
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
大
正
拾
年
八
月
十
三
日
近
来
屍
体
の
養
育
院
よ
り
當
教
室
に
送

致
せ
ら
る
る
も
の
數
激
減
し
七
月
の
如
き
は
僅
か
に
二
体
を
數
ふ
る
に
す
ぎ
ざ
る
有
様
に
し
て
養
育
院
を
主
要
な
る
屍
体
供
給
所
と
な

し
た
る
當
教
室
は
来
る
べ
き
新
学
期
に
於
て
必
然
困
難
に
遭
遇
す
べ
く
豫
想
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
こ
こ
に
巣
鴨
監
獄
と
の
大
正
三
年
以

前
の
如
き
関
係
を
復
活
し
屍
体
材
料
欽
亡
の
急
を
寛
和
せ
ん
と
し
本
日
小
金
井
先
生
の
命
に
よ
り
助
手
森
田
巣
鴨
監
獄
に
巣
鴨
監
獄
医

務
主
任
監
獄
医
正
七
位
山
川
宗
治
氏
を
訪
ひ
て
交
渉
」
云
々
。
巣
鴨
監
獄
と
は
し
ば
ら
く
屍
体
の
受
け
渡
し
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
年

度
内
に
使
用
す
る
解
剖
体
が
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
数
読
み
か
ら
、
ふ
た
た
び
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

以
上
、
『
屍
体
記
事
」
に
あ
ら
わ
れ
る
屍
体
収
集
の
交
渉
を
概
観
し
た
結
果
、
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
解
剖
が
当
時
、
制
度
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
解
剖
体
の
恒
常
的
な
収
集
先
も
定
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
定
数
の

解
剖
体
の
確
保
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
法
制
度
は
な
く
、
解
剖
学
教
室
は
、
養
育
院
・
病
院
や
監
獄
と
の
交
渉
を
と
お
し
て
、
法
制
度

に
抵
触
し
な
い
（
抵
触
し
て
も
公
に
な
ら
な
い
）
よ
う
な
死
体
を
収
集
し
て
ま
わ
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
『
屍
体
記
事
」
は
、
そ
の
屍
体
の
流
れ
が
、
具
体
的
な
交
渉
の
内
実
の
み
な
ら
ず
、
交
渉
の
仕
方
に
よ
っ
て
も

決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
ｃ
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
例
に
顕
著
で
あ
る
。
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
十
一
月
、
屍
体

の
防
腐
処
理
に
関
す
る
内
規
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
屍
体
掛
が
東
京
監
獄
に
赴
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
医
長
お

よ
び
典
獄
に
そ
の
理
由
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
返
っ
て
き
た
答
え
は
、
「
先
年
中
大
学
ノ
希
望
ニ
ョ
リ
死
刑
ヲ
前
以
テ
通
知
セ
ル
コ
ト
ハ
ア

リ
シ
モ
大
学
ノ
係
リ
ノ
モ
ノ
（
多
分
教
室
ノ
当
直
小
使
ナ
ラ
ン
）
、
言
語
挨
拶
傲
慢
ニ
シ
テ
イ
タ
ク
先
方
ノ
感
情
ヲ
害
シ
タ
ル
（
傍
点
、

引
用
者
。
以
下
、
註
記
な
き
場
合
は
同
じ
こ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
職
員
の
対
応
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
も
と
で
、
引
き
渡
し
可
能

な
屍
体
の
連
絡
が
入
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
［
大
九
・
十
一
・
六
］
。

こ
の
よ
う
に
、
解
剖
体
の
流
れ
に
は
、
職
員
や
交
渉
役
の
態
度
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
ら
れ
る
側
面
も
あ
っ
た
の
だ
っ
た
ｃ
交
渉
の

際
の
「
感
情
」
の
よ
う
な
不
確
定
な
も
の
も
ま
た
、
解
剖
の
制
度
化
の
要
素
と
し
て
そ
れ
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

（
灯
）

い
だ
ろ
う
。
「
屍
体
記
事
」
に
あ
ら
わ
れ
る
、
養
育
院
に
つ
い
て
の
最
後
の
記
載
も
、
そ
の
よ
う
に
読
む
な
ら
ば
、
同
院
と
解
剖
学
教
室

と
の
関
係
が
案
に
相
違
し
て
即
時
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
大
正
十
年
十
月
九
日
瀧
野
川
養
育
院
ハ
高
齢
の
窮
民
約
六
十
名
を
収
容
し
目
下
拾
八
名
の
評
議
員
を
有
せ
る
財
團
法
人
な
り
本
日

助
手
森
田
、
屍
禮
供
給
交
渉
の
た
め
同
院
を
訪
ふ
主
任
な
る
人
（
僧
侶
）
に
面
會
し
辞
を
低
ふ
し
て
申
出
で
た
る
も
結
局
承
諾
を
得
る

事
能
は
ざ
り
き
其
理
由
は
同
院
に
屍
禮
交
附
と
い
ふ
規
則
の
設
な
き
事
、
そ
の
規
則
を
設
く
る
に
は
評
議
員
會
の
可
決
を
經
ざ
る
べ

か
ら
ず
而
も
評
議
員
會
は
年
一
回
三
月
頃
開
か
る
る
に
過
ぎ
ざ
る
事
、
院
主
な
る
人
何
故
に
や
屍
禮
解
剖
と
い
ふ
事
を
深
く
催
る
る
も

の
の
如
く
理
解
の
心
な
く
唯
凋
断
の
感
情
を
以
て
拒
絶
し
た
る
形
あ
る
事
、
彼
は
入
院
者
は
皆
解
剖
を
欲
せ
ず
と
云
へ
り
。
」
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た
し
か
に
、
「
施
療
」
や
「
無
縁
」
の
ほ
か
、
「
特
志
」
と
い
う
機
縁
も
、
約
二
十
年
間
・
全
五
三
頁
に
わ
た
る
こ
の
冊
子
の
な
か
に

一
度
登
場
し
て
は
い
る
。
こ
の
間
、
解
剖
学
教
室
が
文
部
省
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、
解
剖
の
実
態
を
報
告
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
そ
の
際
に
「
特
志
」
の
解
剖
体
は
、
数
と
し
て
は
わ
ず
か
な
が
ら
も
、
そ
の
存
在
を
記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
大
正
拾
年
六
月
文
部
省
專
門
學
務
局
ョ
リ
ノ
照
會
二
對
シ
左
ノ
如
ク
回
答
ス

ー
解
剖
学
教
室
要
ス
ル
所
ノ
解
剖
材
料
數
二
八
○
但
シ
病
理
解
剖
セ
ザ
ル
モ
ノ

ー
近
年
教
室
二
収
容
シ
タ
ル
解
剖
材
料
數
但
シ
病
理
解
剖
セ
ザ
ル
モ
ノ

大
正
八
年
一
八
二
内
讓

あ
っ
た
。

「
屍
体
記
事
」
は
、
一
時
代
の
、
し
か
も
一
解
剖
学
教
室
の
実
務
の
記
録
で
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
限
定
的
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、

当
時
の
解
剖
台
の
ま
わ
り
に
現
れ
る
社
会
を
切
り
取
り
描
く
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
あ
り
方
の
特
徴
は
「
施
療
」
と
「
無
縁
」

と
い
う
こ
と
ば
で
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
『
屍
体
記
事
」
に
記
さ
れ
る
一
見
す
る
と
場
当
た
り
的
で
、
つ
ね
に
定
ま
ら
な
い

屍
体
の
収
集
交
渉
も
、
だ
が
何
を
解
剖
体
と
し
て
見
て
い
た
か
を
た
ど
れ
ば
、
そ
れ
は
法
制
度
の
な
か
で
宙
吊
り
に
さ
れ
た
死
体
な
の
で

一
ハ
、

大
正
九
年
二
一
七
内
讓

大
正
八
年
一
八
二

養
育
院
一
六
七

監
獄
一
四

日
本
救
療
院
一

お
わ
り
に

養
育
院
二
○
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特
志
五

一
将
来
ハ
東
京
市
養
育
、
諸
監
獄
、
其
他
公
私
立
施
療
病
院
二
於
テ
死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
成
ル
可
ク
多
數
解
剖
材
料
二
供
ス
ル
コ
ト
」

明
治
初
頭
に
ひ
と
し
き
り
報
じ
ら
れ
て
以
降
、
「
特
志
」
に
も
と
づ
く
解
剖
は
、
新
聞
や
雑
誌
の
紙
面
を
埋
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
す
が
た
が
、
こ
の
解
剖
学
教
室
の
日
誌
に
は
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
記
載
の
さ
れ
方
で
あ
る
。
「
特
志
」

（
淵
）

は
、
特
段
の
出
来
事
と
し
て
記
載
さ
れ
る
で
も
な
く
、
た
だ
事
後
的
に
数
字
を
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
こ
の
引
用
で
は
、
最
後
の
箇
条
書
き
を
見
て
お
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
解
剖
材
料
に
は
そ
れ
以
降
も
、
「
東
京
市
養
育
、
諸
監

獄
、
其
他
公
私
立
施
療
病
院
二
於
テ
死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ
」
が
見
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
前
の
「
特
志
」

に
よ
る
解
剖
は
、
こ
の
時
期
、
き
わ
め
て
例
外
的
な
事
象
な
の
で
あ
っ
た
。

日
誌
に
六
番
目
の
屍
体
掛
と
し
て
現
れ
る
森
於
菟
は
、
後
の
著
作
の
な
か
で
、
明
治
の
末
頃
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
時
期
は
、
「
屍
鰐

虚
分
の
問
題
が
や
か
ま
し
く
遺
族
の
承
諾
を
必
要
と
す
る
事
を
主
張
し
て
官
公
立
病
院
の
施
療
患
者
や
行
路
病
者
の
屍
禮
の
虚
分
に
も

（
川
）

種
々
の
面
倒
の
起
こ
っ
た
時
代
」
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
の
解
剖
の
あ
り
方
を
、
一
冊
の
教

室
日
誌
を
と
お
し
て
跡
づ
け
て
み
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
お
お
や
け
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
規
則
や
公
文
書
・
法
律
の
文
面

か
ら
は
読
み
取
り
え
な
い
多
く
の
慣
行
の
存
在
が
浮
上
し
、
ま
た
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
解
剖
学
教
室
が
屍
体
の
収
集
の
た
め
の
折

衝
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

大
正
拾
年
六
月
十
四
日
マ
デ
六
三
内
諜

監
獄

●
●

特
志

養
育
院
五
一

監
獄
七 二・五
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（
訓
）

明
治
・
大
正
期
は
、
戦
後
の
「
解
剖
体
不
足
」
が
叫
ば
れ
た
時
期
に
は
、
よ
き
時
代
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

『
屍
体
記
事
」
を
見
る
限
り
、
当
時
に
お
い
て
も
屍
体
の
収
集
に
は
相
応
の
難
し
さ
が
あ
っ
た
。
屍
体
掛
や
教
官
ら
の
奔
走
の
跡
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
屍
体
記
事
」
に
は
、
そ
の
時
代
固
有
の
、
し
た
が
っ
て
後
世
か
ら
の
安
易
な
近
接
を
寄
せ
付
け
な
い
現
実
が
、

質
量
を
も
っ
て
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
と
文
献

（
１
）
解
剖
学
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
［
山
崎
佐
「
日
本
解
剖
制
度
史
（
こ
～
（
八
）
」
「
日
本
瞥
史
學
雑
誌
」
第
一
三
一
七
号
．
一
九
四
三
・

七
・
二
八
～
第
一
三
二
八
号
・
一
九
四
四
・
六
・
二
八
］
や
［
小
川
鼎
三
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
」
日
本
學
士
院
編
『
明
治
前
日
本
筈
學
史

第
一
巻
」
日
本
学
術
振
興
会
・
東
京
・
一
九
五
五
年
］
な
ど
を
は
じ
め
、
厚
い
記
述
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
東
京
大
学
の
解
剖
学
教
室
に
残
さ
れ
た
、
明
治
・
大
正
期
の
講
義
録
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
資
料
は
、
現
在
で
は
す
べ
て
医
学
図
書
館
に
移

管
さ
れ
保
存
き
れ
て
い
る
（
目
録
「
解
剖
学
教
室
関
係
文
書
」
が
あ
る
）
。
『
屍
体
記
事
」
は
じ
め
、
こ
れ
ら
同
時
に
移
さ
れ
た
資
料
は
、
同
図

書
館
長
の
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
閲
覧
・
複
写
が
可
能
。

（
３
）
大
久
保
利
謙
「
明
治
二
年
筈
學
校
（
東
大
瞥
學
部
前
身
）
に
於
け
る
解
剖
に
就
い
て
（
こ
’
「
解
剖
日
記
」
の
紹
介
」
『
中
外
筈
事
新

報
」
第
一
二
四
○
号
・
七
七
’
八
四
頁
・
一
九
三
七
・
三
・
二
八
。

（
４
）
大
き
さ
は
（
縦
）
二
三
六
×
（
横
）
一
六
四
ミ
リ
ｃ
本
文
は
、
「
十
行
池
ノ
端
中
島
屋
製
」
原
槁
用
紙
四
九
枚
（
二
つ
折
り
、
全
九
八
頁
）

に
記
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
（
ボ
ー
ル
紙
）
を
つ
け
て
簡
易
製
本
し
て
あ
る
。

（
５
）
こ
の
間
、
組
織
と
し
て
は
「
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
」
か
ら
「
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
」
二
九
一
九
年
四
月
）
へ
と
移
行
し
て
い
る
が
、

日
誌
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
教
員
に
は
、
小
金
井
良
精
（
教
授
轆
全
期
間
）
、
大
沢
岳
太
郎
（
教
授
”
大
正
九
年
十
二
月
四
日
ま

で
）
、
二
村
領
次
郎
（
助
教
授
“
明
治
三
九
年
七
月
十
三
日
～
大
正
九
年
十
一
月
十
二
日
、
教
授
壷
大
正
九
年
十
一
月
十
三
日
～
）
、
井
上
通
夫

（
助
教
授
亜
大
正
三
年
七
月
三
十
一
日
、
大
正
十
年
一
月
十
八
日
、
教
授
』
大
正
十
年
一
月
十
八
日
、
）
ら
が
在
任
し
て
い
た
。
な
お
、
当
時

の
解
剖
学
教
室
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
・
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
編
集
委
員
会
『
東
京
大
学
医
学
部
百

年
史
」
東
京
大
学
出
版
会
・
東
京
・
一
九
六
七
年
・
三
三
三
’
三
四
○
頁
を
参
照
。
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（
６
）
安
達
憲
忠
『
東
京
市
養
育
院
沿
革
及
実
況
」
三
六
頁
・
東
京
市
養
育
院
・
東
京
・
一
八
九
六
年
。

（
７
）
こ
の
「
井
上
某
女
」
の
事
故
に
類
す
る
記
載
は
、
ほ
か
に
も
散
見
さ
れ
る
。
［
大
三
・
十
・
三
］
で
は
、
遺
骨
を
引
き
取
り
に
火
葬
場
に
現

れ
た
実
父
が
、
金
歯
が
見
当
た
ら
な
い
と
養
育
院
に
詰
め
よ
っ
て
き
た
た
め
、
「
結
局
金
参
拾
五
円
弐
拾
五
銭
（
七
円
七
拾
五
銭
区
役
所
納
入

費
、
七
円
五
拾
銭
金
入
歯
代
、
弐
拾
円
葬
祭
料
）
遣
リ
テ
事
済
ミ
タ
リ
」
と
い
う
。
解
剖
は
、
遺
体
が
養
育
院
か
ら
寺
ま
で
移
動
す
る
間
に
密

か
に
行
わ
れ
た
が
、
不
手
際
に
よ
っ
て
時
お
り
露
呈
し
た
。
そ
の
度
に
、
解
剖
学
教
室
は
、
日
誌
に
も
記
載
さ
れ
な
い
当
時
の
了
解
に
そ
っ
て

取
り
繕
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
８
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
養
育
院
の
編
集
す
る
「
年
史
」
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
医
史
学
の
論
考
が
あ
る
。
以
下
、
と
く
に
注
記
な
き
場
合
は
、

つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
。
［
安
達
憲
忠
『
東
京
市
養
育
院
沿
革
及
実
況
」
東
京
市
養
育
院
・
東
京
・
一
八
九
六
年
］
｛
東
京
都
養
育
院
編
『
養
育
院

七
十
年
史
』
東
京
都
養
育
院
・
東
京
・
一
九
四
三
年
一
［
東
京
都
養
育
院
編
『
養
育
院
八
十
年
史
』
東
京
都
養
育
院
・
東
京
・
一
九
五
三
年
］

［
碓
居
龍
太
「
東
大
瞥
學
部
と
東
京
市
養
育
院
と
の
關
係
沿
革
」
『
中
外
筈
事
新
報
』
第
一
二
四
三
号
．
一
七
五
’
一
八
三
頁
・
一
九
三
七
・

（
Ⅱ
）
前
出
（
注
五
）
の
雪
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
を
参
照
。

（
吃
）
東
京
帝
國
大
學
瞥
學
部
病
理
學
教
室
五
十
周
年
記
念
會
『
東
京
帝
国
大
学
病
理
学
教
室
五
十
年
史
（
上
）
（
下
巨
・
東
京
・
一
九
三
九
年
。

（
過
）
屍
体
供
給
数
の
推
移
に
関
し
て
は
、
前
出
の
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
三
三
九
’
三
四
Ｃ
頁
の
「
解
剖
体
数
歴
年
統
計
」
（
明
治
元
年

よ
り
昭
和
三
九
年
ま
で
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
単
に
数
字
の
み
に
着
目
し
て
屍
体
の
多
寡
を
判
ず
る
の
で
は
な
く
、
①
こ

而
）
「
公
文
録
」
等
の
公
文
書
を
見
れ
ば
、
明
治
一
○
年
代
よ
り
、
警
察
当
局
か
ら
の
要
請
で
、
今
に
言
う
「
司
法
解
剖
」
が
各
地
で
行
わ
れ
始

め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
ｃ
東
京
の
場
合
、
明
治
十
一
年
ま
で
警
視
庁
裁
判
医
学
校
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
二
二
年
よ
り
東
大
病
理

学
教
室
の
一
隅
に
「
裁
判
医
学
」
教
室
と
し
て
移
転
し
て
い
る
ま
た
、
病
理
解
剖
に
つ
い
て
も
、
東
大
の
一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
を
筆

頭
に
、
各
大
学
に
病
理
学
教
室
が
順
次
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
が
全
く
同
一
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な

七
十
年
史
」

［
碓
居
龍
太

五
・
二
八
」
ｃ

（
９
）
碓
居
龍
太

五
・
二
八
・

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（

一
東
大
瞥
學
部
と
東
京
市
養
育
院
と
の
關
係
沿
革
」
『
中
外
監
事
新
報
』
第
一
二
四
三
号
．
一
七
五
’
一
八
三
頁
・
一
九
三
七

/、

頁
Ⅱ．
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（
肥
）
な
お
、
本
人
の
生
前
の
「
意
志
（
遺
志
）
」
と
い
う
こ
と
で
言
う
な
ら
、
『
屍
体
記
事
』
の
な
か
に
は
一
例
、
病
理
解
剖
の
件
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
「
大
正
拾
年
十
月
廿
一
日
東
京
市
神
田
区
今
川
十
路
一
ノ
三
、
東
京
府
平
民
職
業
漢
学
者
画
工
小
林
瑛
嘉
永
四
年
十
二
月
二
十

八
日
生
は
大
正
十
年
七
月
十
五
日
肺
腫
瘍
に
罹
り
十
月
十
九
日
午
後
八
時
三
十
分
死
亡
せ
る
に
よ
り
生
前
の
遺
志
に
よ
り
當
教
室
へ
骨
賂
保

存
せ
ら
れ
た
き
趣
証
人
神
田
小
柳
町
二
十
五
番
地
勲
三
等
須
藤
嘉
吉
を
通
し
て
願
人
神
田
今
川
十
路
一
丁
目
三
番
地
藤
田
豊
よ
り
申

出
た
る
に
つ
き
許
可
し
た
り
本
日
病
理
学
教
室
に
於
て
解
剖
に
附
し
た
り
」

（
Ⅳ
）
こ
う
し
た
「
感
情
」
の
背
景
に
は
、
当
時
の
解
剖
（
体
）
に
対
す
る
考
え
が
関
連
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
○
八
（
明
治
四

一
）
年
の
日
誌
に
は
、
養
育
院
と
の
内
規
を
記
録
す
る
な
か
に
「
一
、
屍
体
ノ
件
ハ
當
局
者
以
外
一
一
無
用
ノ
言
語
ヲ
弄
セ
ザ
ル
コ
ト
（
都
下

ノ
某
新
聞
ガ
「
人
肉
膳
」
ナ
ル
表
題
ニ
テ
解
剖
学
教
室
参
観
記
ヲ
掲
載
セ
シ
為
メ
大
二
養
育
院
ノ
感
情
ヲ
害
七
シ
事
件
ナ
リ
）
」
［
明
四
一
・
六
］

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
解
剖
体
の
交
渉
は
、
そ
こ
で
先
鋭
化
す
る
二
者
の
間
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
わ
り
の
こ
と
ば
を
も
動
員
す
る
も
の

の
間
の
解
剖
学
実
習
は
現
在
よ
り
も
長
い
期
間
（
第
一
年
二
学
期
と
第
二
年
一
学
期
に
連
旦
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
そ
の
期
間
中
、

割
合
と
し
て
は
、
一
学
生
一
屍
体
を
解
剖
し
て
い
た
（
学
生
は
八
人
一
組
で
屍
体
を
八
回
交
換
、
現
在
は
四
人
一
組
で
一
屍
体
を
解
剖
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
）
こ
と
な
ど
、
現
在
と
は
解
剖
学
実
習
の
制
度
自
体
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｍ
）
一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
開
院
。
財
閥
の
三
井
家
が
一
九
○
五
（
明
治
三
九
）
年
に
東
京
市
内
に
施
療
機
関
を
設
け
る
べ
く
、
財
団
法
人

組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
後
、
「
泉
橋
慈
善
病
院
」
「
三
井
厚
生
病
院
」
「
社
会
福
祉
法
人
三
井
厚
生
病
院
」
と
改
称
。

（
巧
）
理
由
と
し
て
は
具
体
的
に
、
つ
ぎ
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
臨
床
研
究
に
値
す
る
患
者
が
多
く
な
い
、
②
養
育
院
で
は
完
全
な
診
療

を
施
し
が
た
い
、
③
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病
理
学
教
室
よ
り
度
重
な
る
非
難
・
軽
蔑
の
言
葉
弓
養
育
院
ノ
医
局
ハ
何
ヲ
シ
テ
居
ル
ノ
ヵ
』
）
が

聞
か
れ
、
「
人
情
」
と
し
て
送
附
を
差
し
控
え
て
し
ま
う
。
三
点
目
に
も
あ
る
よ
う
に
、
解
剖
体
収
集
が
、
ま
る
で
制
度
的
に
行
わ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
「
人
情
」
の
よ
う
な
も
の
が
差
し
挟
ま
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
考
察
す
る
。

（
肥
）
運
搬
業
者
の
手
違
い
に
よ
り
、
引
取
人
の
あ
る
「
棄
児
（
初
生
児
）
」
が
解
剖
学
教
室
に
回
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
事
件
。
日
誌
に
は
、
「
警
察

ト
ノ
関
係
面
倒
ニ
ナ
ル
虞
レ
ァ
リ
タ
ル
ニ
ッ
キ
小
金
井
主
任
教
授
直
二
養
育
院
二
出
向
キ
無
事
解
決
シ
タ
リ
コ
レ
ョ
リ
材
料
激
減
ス
」
と
記

壁
ご
れ
て
い
る
○

で
あ
っ
た
。
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（
坦
森
於
菟
「
解
剖
随
筆
」
「
解
剖
刀
を
執
り
て
」
養
徳
社
．
七
五
頁
・
一
九
四
四
年
↓
一
九
四
六
年
。

（
別
）
戦
前
に
は
屍
体
の
需
給
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
言
説
は
、
「
解
剖
体
不
足
」
が
問
題
と
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
に
、
処
々
に
散

見
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
［
日
本
医
事
新
報
編
集
部
「
深
刻
な
ラ
イ
ヘ
の
不
足
」
「
日
本
医
事
新
報
』
第
二
二
四
一
号
・
九
九
頁
．
一
九
六
七
年
］
、

［
新
島
迪
夫
「
実
習
用
解
剖
体
不
足
と
そ
の
対
策
ｌ
ｌ
特
に
医
師
諸
賢
に
訴
え
る
」
「
日
本
医
事
新
報
』
第
四
五
巻
六
号
．
八
七
頁
・
一
九
七
一

年
］
、
［
倉
屋
利
一
「
解
剖
学
実
習
と
白
菊
会
の
役
割
Ｉ
献
体
運
動
の
こ
と
な
ど
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
臨
時
増
刊
こ
第
五
四
八
号
．
一
五
七

頁
・
一
九
七
三
年
］
な
ど
。
な
お
、
日
本
に
お
け
る
解
剖
体
収
集
の
歴
史
、
お
よ
び
そ
の
過
程
で
派
生
し
た
諸
々
の
言
説
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
解
剖
台
と
社
会
ｌ
近
代
日
本
に
お
け
る
身
体
の
歴
史
社
会
学
に
む
け
て
」
「
思
想
」
第
九
四
七
号
．
四
一
’
五
八
頁
・
二
○
○
三
、
を
参
照

の
こ
と
。



函
⑨
、 AddendumtotheResearchontheInstitutionalization

ofAnatomicalStudiesinModernJapan

ToyOkoKOZAI

Uptothepresent,manystudieshavedescribedtheprocessesoftheinstitutionalizationof

anatomicalstudiesinmodernJapan.Butduetothelackofprimarysources,especiallyregard-

ingthesituationfromthelateMeijipeI●iodtotheTaishoperiod,therearestillsomeblanksto

fillin.Thispaperreassessesthedailyrecordsofagrossanatomylaboratoryashistorical

materialandtriestograspthesituationsofinstitutionalizationduringthesaidperiodthrough

analysis.Inconsequence,severalpracticesofthelaboratorynotyetopentothepublic,fOr

example,howandfromwherecadavershadbeencollectedfOranatomicalstudiesinthose

days,havecometolightandsomeinsightintotherelationshipbetweenmedicalscienceand

societycouldbegained.
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澤
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